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本書は，脳卒中を経験した著者

自身の貴重な体験が書かれてお

り，アントレプレナーシップ，ま

た作業を基盤にした，作業に焦点

を当てた臨床に興味がある方に

とって面白い 1冊となっている．

OT を志す人にとっても貴重な本

であろう．

近年，社会で作業療法への基本

的理解がますます広まってきてい

る．にもかかわらず，作業療法が

関連するヘルスケアや教育領域に

うまく組み込まれたり，研究基金

の獲得，「参加」，「インクルージョ

ン」，「障害」，「仕事」等に関する

社会政策に影響を及ぼしたりする

には，いまだ課題が多く残ってお

り，より一層作業療法を提唱，促

進していくことが必要である．

作業療法の意味を伝える代弁者

として，作業療法を直接経験した

人ほど適した人はいないであろ

う．本書は著者自身の経験がつづ

られており，脳卒中から回復する

苦難とともに，脳卒中という大き

な出来事の後の人生を再構築する

のに，意味のある作業がいかに大

きな可能性をもち得るか，を知る

ための貴重な資源となっている．

本書を読んで私は，精いっぱい人

生を生きる勇気と覚悟をもった人

がみせるバイタリティ，希望，そ

して喜びに感銘を受けた．著者の

語りは，Groopman1)が述べる「よ

り良い未来への道筋を見た―心の

目で見た―時に経験する，高揚し

た感覚」にも似た，希望感を彷彿

とさせる．

著者の葉山氏のストーリーは，

脳卒中から回復する人の貴重で正

直な経験を伝えてくれ，同じよう

に人生を大きく変える疾病に向き

合う人々を勇気づけるものであろ

う．感動的なストーリーだけでな

く，実践的な例も多く書かれてお

り，作業を基盤にした臨床実践に

悩むOTや，新しい実践に挑戦し

たい OT にとってはインスピ

レーションを得る貴重な資源とな

る．

著者のストーリーは，教育側に

立つ者にとっても価値ある見解を

与えてくれる．特に，「本当に大

切で，考えるべきことは何か？」

を OT の教育者として考えるよ

う，本書を通して問いかけている．

作業に関する知識が研究を通して

どう生まれるのか，発展していく

知識を大学でどのように教育に組

み込むか，それらがどう実践につ

なげられるのか．これらを教育者

として考えていくことを，本の中

で著者は暗に問いかけている．
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